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	鼓

	２００９　新春和太鼓コンサート

	「Ｍｉｓｓｉｏｎ０９　―コードネームはジャズ―」





ＧＲＥＥＴＩＮＧＳ
*ご挨拶*
　　　打打打団天鼓はオモロイ！！
　　　　












	１９８７
	舞台芸術家　伊瑳谷門取によって創設。

	１９９２
	大阪国際交流センターにてデビューコンサートを開く。

	１９９７
	結成１０周年。「ＯＳＡＫＡ打打打団天鼓」と改める。

ニュージーランド／フランス／中国など海外でも公演。

	２０００
	ニュージーランド／ヨーロッパ公演。ＴＶＣＭ出演。

東京ドームで開催された格闘技『ＰＲＩＤＥ　ＧＰ２０００』で演奏。

	２００１
	第３回東アジア競技大会。
第４６回世界卓球選手権で開会式記念演奏。（ＮＨＫで放映）
２００１年世界食博（韓国）で演奏。

	２００２
	第２回ヨーロッパコンサートツアー。ＴＶ出演。

ギリシャ･アテネフェスティバルに出演。

	２００３
	東京公演。積極的にテレビやラジオの出演に取り組み活動の場を広げる。

	２００４
	２４都市を巡る第３回ヨーロッパコンサートツアー。

シリア／レバノン／ヨルダン／エジプトを巡る、中東コンサートツアー。

バールベック国際芸術祭に出演。

	２００５
	ヨーロッパコンサートツアーを収めたＤＶＤ制作。

「日本の太鼓」の出演（国立劇場）。

	２００６
	毎年恒例の大阪厚生年金芸術ホール。新神戸オリエンタル劇場。東京公演。

初のディナーショー。第４回ヨーロッパコンサートツアー。

	２００７
	結成２０周年。よりグローバルな展開を願い名称を「打打打団天鼓」と改める。

タイ公演。バーレーン公演。和太鼓初のブルーノートでのライブを実現。

	２００８
	第５回ヨーロッパコンサートツアー。










セクシーに　粋に


パワフルに


初春の静寂を打ち破り


和太鼓に今、


新たなミッションが


課せられる
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オモロ


１





テーマはオモロ迫力！！





　　　　２２年も前に、伝統的な「和太鼓」を彼ら竜に面白おかしく伝える方法はないか？と考えた手段が「演劇的要素を加えた、ミュージカル的演出法だった。


その結果「和太鼓」＝「堅苦しい」、「敷居が高い」⇒「笑える」＝「楽しい」＝「テクニック」＝「かっこいい」＝「観客を引き込む」と和太鼓に対する様々なイメージを見事に打ち破った。





オモロ


２





スペシャルゲストにジャズ界の重鎮　古谷充が親子共演！





　　　　


日本を代表するサックス奏者、古谷　充、古谷光広をターゲットに、四十数台の太鼓、そして三味線、笛で迎え打つ。


和太鼓とジャズのコラボレーションの｢妙｣をどこまでかっこよく見せてくれるかをご期待くださいませ。





オモロ


３





世界各国でも大絶賛のクオリティ





　　　　世界でも経験を積み、高い評価を得る。（一部紹介）


【1999】第１回ヨーロッパツアー＝海外ロングツアーの始まりは、ヨーロッパ７都市のパイロットコンサートだった。言葉の通じない環境で得た経験と感動。結果、オランダのプロデューサーの目に留まり、次回のコンサートツアーが約束される。


【2002】アテネフェスティバル＝ギリシャ伝統の芸術祭への参加。アクロポリスの丘、数千年の歴史を刻む古代劇場に立ち、世界的な作家、バンゲリス氏に絶賛される。沸き上がる5000人の歓声。


【2004】中東公演ツアー＝ヨルダン／シリア／レバノン／エジプト4カ国9都市でのコンサート。エジプトでは全国にテレビ中継され、レバノンの遺跡で開催されたバールベックフェスティバルは3500人の観衆を集める公演を2日間行った。


【2006】第4回ヨーロッパコンサートツアー＝「伝統とモダニズムを融合させた稀有の太鼓グループ」との評価を受け、各公演チケットはソールドアウト続出。


【2007】タイそしてバーレーンへ＝タイの古都チェンマイ。そしてペルシャ湾に浮かぶ島国バーレーン。両国の誇る国際フェスティバルに招聘され、いずれも絶賛の評を得た。


【2008】第5回ヨーロッパツアー





ＤＡＤＡＤＡＤＡＮ　ＴＥＮＫＯ
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ＤＡＤＡＤＡＤＡＮ　ＴＥＮＫＯ





ＨＩＳＴＯＲＹ





＊歴史*





打打打団天鼓の歴史





打打打団天鼓創設者　主宰･監督：伊瑳谷門取


　　　　　　　　能や歌舞伎など古典の手法に、エンタテイメントの要素を加えた斬新な作品を発表


し高い評価を得る。日本の伝統芸能を現在的な感性でプロデュースする集団「児雷


也」代表。自身が主宰する和太鼓グループ「打打打団」とのヨーロッパツアーでの


コラボレーション作品「獅子王の舞」「蜘蛛拍子舞」「龍王―ＲＹＵＯ」は、海外メ


ディアより「門取の舞踊は日本の静寂と激しさを体現し、まさに現代のサムライスピリットを感じさせた」と賞賛される。





打打打団　天鼓　２００９　新春和太鼓コンサート


「Ｍｉｓｓｉｏｎ０９　―コードネームはジャズー





＊みどころ*





ＶＩＥＷＰＯＩＮＴ
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ＤＡＤＡＤＡＤＡＮ　ＴＥＮＫＯ





●公演日：１月３日（土）





●会場：イオン化粧品　シアターＢＲＡＶＡ！





●開演：１７:００開演（１６:３０開場）





●料金：Ｓ席５，０００円／Ａ席４，７００円


　　　　　　※全席指定･税込


　　　　　　※当日　５００円ＵＰ





●問合せ：児雷也　０７２―９８２－３５３３





●発売日：１０月１７日（金）





●チケット取扱：


　　　　　児雷也　０７２―９８２－３５３３


　　　　　ローソンチケット　０５７０―００―０４０７


　　　　　　　　　　　　　　０５７０―０８―４００５　Ｌコード：５２９８０


　　　　　チケットぴあ　　　０５７０―０２―９９９９


　　　　　　　　　　　　　　０５７０―０２―９９６６　Ｐコード：３０５-９１８


　　　　　劇場窓口･毎日放送1Ｆ「ネビュラ」窓口のみ（11：00～18：00）





●主催：児雷也





●後援：大阪府民共済





●制作：バイタルアートボックス





セクシーに　粋に　パワフルに


初春の静寂を打ち破り


和太鼓に今、新たなミッションが課せられる





和太鼓とジャズ、二つの魂のジャンクションを追え


進化し続ける和太鼓集団、打打打団


次に与えられた指令は、ジャズのオフビート、スウィング感を体感すること。


日本を代表するサックス奏者、古谷充氏、古谷光広氏をターゲットに、四十数台の太鼓、そして三味線、笛で迎え打つ。


果たして和太鼓渾身一打の連続は、日本の音楽の未来を打ち抜くことができるのか･･･


それは　彼らが遂行せねばならぬ　美しく危険なミッション


SPECIAL　GUEST


新世代ジャズを担う、パワー全開のサックス！�古谷光広　ふるや・みつひろ（Ten.＆Sop.Sax） �1973年大阪生まれ。幼少より父、古谷充の影響をうけ、ヤマハ音楽院幼児科で音楽の基礎とピアノを習う。小学校時代はトランペットを、中学の吹奏楽部でサックスに転向、高校時代から立命館大学ビックバンドのレギュラーとして参加の後、大阪音大ウインドアンサンブルコース・ジャズ科で本格的なサックスの修練を積む。96年にフュージョンバンド「RAMMTARRA」などを結成、98年に1stアルバム「KHAMSIN」をリリース、新たにオリジナルフュージョンバンド「BLOW UP GROOVE」を結成する。アトランタへの演奏旅行やグローバル・ジャズ・オーケストラでのモンタレイ・ジャズ・フェスティバル参加など内外の演奏活動を積極的に展開、父のDNAをしっかり受けて活躍する注目のサックス奏者。��関西ジャズ・アーティストの重鎮！�古谷　充　ふるや・たかし（Alt.&Sop.Sax Ful. Vocal）�1936年京都生まれ。京都芸大卒。高校在学中からアルト・サックスでプロ入りし、�松野茂とブルー・エコーズを皮切りに北野タダオとアロー・ジャズオーケストラを経て、59年古谷充とザ・フレッシュメンを結成。57年初のボーカル・アルバム「ソリチュード」を発表、アルト奏者としてはもとよりボーカリストとしても高い名声を得た。以後関西のみならず、全国的なジャズ・シーンに精力的な活動を展開。88年にはクラシックの殿堂シンフォニー・ホールに始めてのジャズ・ユニットで出演の快挙をなしとげ、ラジオ・テレビのレギュラー番組にも出演。95年からNHKカルチャー・センターの講師として後進の指導を行うなど、名実ともに日本を代表する、最も円熟したジャズメンとしての充実した演奏活動を続けている








＊企画概要*
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